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21　片側鼠径ヘルニアにおける腹腔鏡下対側検索

の有用性に つ い て

木 下 義 晶 ・ 山 崎 哲 ・ 金 田 聡

飯 沼 泰 史 ・ 八 木 実 ・ 窪 田 正 幸

新潟大学大学院小児外科

小 児 片側鼠 径 ヘ ル ニ ア 術後 の 対 側発 生率 は

1 0 % 程度と され
,

愚兄の Q O L を大きく低下させ

て い る . 我々 は 2 0 0 2 年 3 月より腹腔鏡 による対

側腹膜鞘状突起開存の 検索を導入 し
,
現在男児 1 5

例 , 女児 1 4 例に施行 し た . 陽性率は男児 で 3 例

(2 0 .0 % )
,

女児 で 5 例 ( 3 5 .7 % )
,

合計 2 7 例中 8

例 (2 7 . 5 % ) であ っ た. 深鼠径輪の 性状 は症例 に

より異なり
,

半月状 ヒ ダ により視野 が妨 げられる

場合,
ゾ ン デを用 い て展開を行 い

,
診断能 の 向上

に努め た . 対側手術所見 で は 8 例全例 に腹膜鞘状

突起 の 開存を認め た .

22　慢性肺動脈血栓塞栓症に対して血栓除去術が

奏効した一例

番 場 竹 生 ・ 曽 川 正 和 ・ 島 田 晃 治

中 山 卓 ・ 名 村 理 ・ 林 純 一

新潟大学大学院呼吸循環外科

症例 は 60 歳女性. 主訴は呼吸困難. 閉塞性肥大

型心筋症に て 内科加療中 であ っ た .

-

ケ 月半前 か

ら呼吸困難出現 し
, 当院内科入院. 肺血流 シ ン チ

で両肺に多発性の 肺梗塞を認め
,

胸部 C T に て 肺

動脈主幹部 か ら広範に血栓を認め たた め
,

緊急手

術施行 した . 手術は体外循環
,

心拍動下に肺動脈

内の 器質化 した血栓を可及的に除去
,
末梢は内視

鏡を用 い て可能な限り血栓除去を行 っ た. 術後経

過 は良好 で
,

肺動脈造影および胸部 C T で は肺動

脈の 末梢も良好に造影された . 右心力 テ で は肺動

脈 庄 は 術 中 5 4 / 2 3 m m H g で あ っ た が
,

術 後

2 8 / 8 m m H g と著 明な改善を認め た
. 慢性 の 肺動

脈血栓塞栓症 に対 し て 積極的 に手術を施行 し良好

な結果を得た の で 報告する .

2 3 　 降 下 性 壊 死 性 縦 隔 炎 治 療 中 に サ イ ト メ ガ ロ ウ

イルス感染症を併発した1症例

平 原 浩 幸 ・ 富 樫 賢 一 ・ 菅 原 正 明

小 熊 文 昭 ・ 佐 藤 良 智 ・ 宮 村 治 男

長岡赤十字病院心臓血管外科 ･ 呼吸器外科

症例は 5 7 歳女性で
,

急性喉頭蓋炎 の た め他院

に て抗生剤 の 投与を受けて い たが
,

呼吸不全と な

り
,

C T 検査 で 頚部 か ら上縦隔
,

右胸腔内に膿癌

を形成 したた め, 当院に緊急搬送 された . 緊急手

術を施行 し頚部切開と右開胸で膿癌 ド レ ナ
- ジを

施 行 し
, 人 工 呼 吸管理 と な っ た . 膿 培 養より

Str e p t o c o c c u s c o n s t ell a t u s
,
P r e v o t ell a を検出 した

為
,

I P M / C S
,
C L D M の 点滴を行 い

一 時炎症所見

や呼吸不全改善 した が第 3 0 病日より再び呼吸不

全進行 した . 末梢血の 染色 で C M V 抗原 ( p p 6 5)

陽性細胞が出現 した為
,

デノ シ ン の 点滴を行 っ た

と こ ろ炎症所見
,

呼吸不全改善し
,

人工呼吸器よ

り離脱 で き た . 重症感染症に併発 した C M V 感染

症の 1 例 を報告する .

2 4 　 上 腸 間 膜 動 脈 瘤 に 対 し バ イ パ ス 術 を 施 行 し た

一例

礒 田 学 ・ 大 関 一 ・ 大 山 健 司

田 中 典 生 * ・ 清 野 康 夫 * *

県立新発田 病院心臓血管外科

同 外科
*

同 ノ放射線科
* *

症例は 4 0 歳男性 . 生来健康 で あ っ た が
,
急激 に

発症 し た腹痛を主訴に 当院を受診 した
. 腹部血管

雑音を聴取 し
, 腹部 C T および血管造影 に て 上腸

間膜動脈根部に直径 1 5 m m 大の 不正形の 動脈 癌

を認め た . 血液検査等で感染性の 所見は認め な か

っ たが
,

上腸間膜仮性動脈癌 の 診断 で手術 の 方針

と し た. 腹部正中切開 で 開腹 し
,

上腸間膜動脈を

根部 で結致し
,

動脈癌を切除 し た後
, 大伏在静脈

グ ラ フ 卜に よる牌動脈と上腸間膜動脈と の バ イ パ

ス 術を施行 し た . 切除標本 で動脈癌 は解離性と診

断された . 術後 の経過は良好 で あ っ た . 術後血管

造影に て グ ラ フ 卜開存性 は良好 で あ っ た
. 上腸間

膜動脈癌 の 治療 は結繋術 の み で有効とする報告が


